
シ
ー
ボ
ル
ト
一
先
幽
生
の
殖
過
憶
（
簿
．
尊
、
ミ
専
、
ぎ
ミ
～
、
養
、
N
●
）

エ
フ
。
エ
ム
・
ト
ラ
ウ
ツ

　
昭
和
十
年
の
四
月
か
ら
五
月
に
掛
け
て
、
フ
づ
リ
ッ
プ
．
フ
ラ

ン
ツ
。
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
の
遺
物
が
、
東
京
の
上
野
に
陳

列
さ
れ
た
。
品
目
は
約
八
百
鮎
で
、
先
生
と
其
の
遣
族
、
日
本
の

門
下
生
と
知
友
の
著
書
、
省
像
、
墨
跡
、
遣
物
等
に
亙
っ
て
み
る
。

而
し
て
総
出
品
の
紛
牟
撒
は
、
一
九
こ
七
年
以
降
、
伯
林
日
本
學

會
の
所
藏
に
係
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
展
魔
會
は
頗
る
好
成
績
を

暴
け
、
十
四
B
間
に
一
萬
五
千
人
以
上
の
参
観
者
を
迎
へ
た
由
で

あ
る
。

　
禽
ほ
此
の
シ
ー
ボ
ル
ト
史
料
は
、
東
大
シ
ー
ボ
ル
ト
教
室
に
鄭

重
に
保
管
さ
れ
、
一
萬
枚
以
上
の
爲
虞
に
複
爲
さ
れ
た
。
蓋
し
同

年
中
に
再
び
猫
逸
に
途
還
さ
れ
る
豫
定
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
爾
來
日
本
で
は
各
種
の
新
聞
、
難
誌
、
箪
行
本
、
小
冊
子
等
が
、

、
先
生
の
生
涯
、
事
業
、
著
述
、
門
下
、
交
友
な
ど
に
就
て
、
盛
ん
に
論

文
を
掲
げ
つ
・
あ
る
。
百
年
以
前
に
來
朝
し
て
、
眞
に
獄
本
を
熱

　
　
　
　
　
・
シ
！
ガ
ル
ト
先
血
の
追
憶
（
ω
幽
Φ
9
或
出
巴
ご
μ
卑
9
σ
q
窪
・
）

愛
し
た
濁
逸
の
…
庭
師
が
、
百
年
後
の
今
日
、
斯
く
も
多
大
の
關

心
を
持
た
れ
て
み
る
の
を
見
る
は
、
吾
等
の
欣
快
で
あ
る
。

　
伯
林
か
ら
齎
さ
れ
た
此
の
史
料
に
刺
戟
さ
れ
て
、
日
本
の
幾
多

の
付
註
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
研
究
を
一
入
深
め
る
に
至
っ
た
。
故
に

私
も
亦
、
シ
ー
ボ
ル
ト
家
に
就
て
知
る
所
と
、
＋
五
年
來
の
先
生

研
究
事
業
の
黒
黒
を
、
左
に
二
三
お
話
し
し
ょ
う
。

　
一
八
六
六
年
の
霜
月
の
下
旬
、
先
生
の
越
骸
が
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

な
る
奥
津
城
に
迭
ら
れ
て
か
ら
、
殆
ど
七
十
年
に
垂
ん
と
し
て
み

る
。
互
匠
シ
ユ
ワ
ン
タ
ー
ラ
ア
の
手
に
な
る
省
像
を
掲
げ
、
形
は

佛
敏
の
塔
婆
に
似
た
記
念
碑
が
、
先
生
の
安
息
所
を
示
し
て
み
る
。

　
先
生
宿
毛
の
時
、
長
男
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ア
（
一
八
四
六
年
八
月

十
六
日
生
）
は
二
十
歳
で
あ
っ
た
。
彼
は
年
十
三
で
學
校
を
去
り
、

五
九
年
か
ら
六
一
年
迄
先
生
と
一
緒
に
日
本
に
留
ま
り
、
、
先
生
の

館
國
後
も
特
に
臓
本
に
残
さ
れ
た
。
彼
は
來
朝
早
々
日
本
語
の
研

　
　
　
　
　
　
第
二
十
…
巻
　
第
二
號
　
　
四
〇
七
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シ
ー
ボ
ル
ト
先
坐
の
追
憶
（
禦
害
。
一
（
ゲ
国
『
剛
§
。
＝
一
薦
窪
曾
）

」
究
を
始
め
遽
に
室
前
の
上
達
を
遽
け
た
こ
と
は
、
、
彼
を
識
る
馨
の

入
の
均
ム
≦
　
潰
ふ
所
で
あ
る
。
奮
士
族
島
の
父
の
門
下
生
の
古
雅

な
需
葉
も
、
宮
中
や
、
墨
者
や
、
外
交
官
の
專
門
語
も
、
自
由
自

在
に
操
る
こ
と
が
丸
心
た
ゆ

　
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ア
に
は
妹
が
二
人
あ
っ
た
。
ヘ
レ
ー
ネ
は
…
八

四
八
年
に
生
れ
、
七
一
年
に
マ
ク
ス
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ル
ム
・
エ
ル
バ
ヅ

ハ
男
爵
に
嫁
し
た
。
私
は
一
九
二
八
年
、
こ
の
男
爵
を
其
の
居
城

に
訪
れ
た
所
、
男
手
は
夫
人
が
若
き
日
の
省
像
叢
を
、
伯
林
な
る

獅
本
墨
會
に
寄
贈
し
、
且
つ
廣
大
な
城
中
に
保
存
さ
れ
る
、
岱
父

が
無
撒
の
遺
物
を
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
尺
績
や
書
籍
の
外

に
、
倫
ほ
極
東
の
種
子
か
ら
嚢
芽
し
て
、
夫
入
が
好
み
の
窓
下
を

飾
る
花
弄
類
も
あ
っ
た
。

　
他
の
妹
マ
チ
ル
デ
は
一
八
五
〇
年
に
生
れ
、
八
○
年
に
グ
ス
タ

ー
フ
。
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ス
タ
ィ
ン
二
軍
に
嫁
し
た
。

　
二
弟
ハ
4
ン
リ
ツ
ヒ
（
｝
八
五
二
…
一
九
〇
八
）
及
び
マ
ク
シ
ミ

リ
ア
ン
（
一
八
五
四
…
一
八
八
七
、
サ
マ
ラ
ン
グ
駐
在
繭
領
印
度

士
官
）
等
、
先
生
の
正
室
ヘ
シ
！
ぞ
イ
ー
ダ
・
フ
ォ
ン
・
ガ
ー
グ
ル

ン
（
｝
八
二
〇
．
一
七
七
）
の
塩
む
所
で
あ
る
。
、

　
　
　
　
　
　
箪
二
十
｝
巻
　
第
二
號
、
　
四
〇
八

　
ヘ
レ
ー
ネ
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
に
は
子
女
な
く
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア

ン
は
未
婚
で
逝
去
し
た
震
、
、
現
在
シ
…
ボ
ル
ト
先
生
の
令
孫
と
し

て
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ス
タ
ィ
ン
家
に
嫁
し
た
次
女
マ
チ
ル
デ
と
、

一
八
八
九
年
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ス
リ
ン
デ
ン
・
シ
ツ
ク

フ
ー
ス
を
め
と
っ
た
長
男
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ア
の
後
窟
ば
か
り
で
あ

る
。　

長
孫
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ア
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ス
タ
イ
ン
は
、

ツ
エ
ペ
リ
ー
ン
家
の
一
粒
種
ヘ
レ
ー
ネ
を
め
と
っ
た
の
で
、
一
九

〇
九
年
伯
欝
に
叙
せ
ら
れ
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ス
タ
ィ
ン
・
ツ
エ
ペ
リ

ー
ン
を
姓
と
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
南
緯
ル
ガ
は
一
九
一
九
年
、

夫
君
ブ
ラ
ン
デ
ン
ス
タ
ィ
ン
男
需
を
喪
っ
て
後
は
、
令
嬢
と
共
に

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
居
往
し
て
居
る
。

　
山
口
生
の
長
男
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ァ
に
は
三
・
女
よ
男
。
か
あ
っ
た
。
乃
’

ち
エ
リ
カ
（
一
八
九
〇
年
生
）
ヒ
ル
デ
ヴ
ル
ト
（
岨
八
九
一
年
生
）
エ

ー
デ
ィ
ツ
ト
2
八
九
二
年
生
）
及
び
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ァ
（
…
八
九

六
年
生
）
で
あ
る
。
こ
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ァ
は
、
租
父
と
父
の
稟
，

質
を
受
け
、
幼
に
し
て
日
本
語
の
研
究
に
志
し
た
。
蓋
し
ロ
本
の

大
使
館
滲
事
と
し
て
、
竪
臼
大
綬
章
を
與
へ
ち
れ
、
一
九
＝
年

（ISO）



伊
太
利
國
ペ
グ
リ
に
於
て
、
四
＋
年
に
亙
る
日
本
の
外
交
官
の
生

涯
を
閉
ぢ
た
亡
父
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ア
の
足
跡
を
襲
踏
せ
む
が
爲

で
あ
っ
た
。
が
、
大
戦
箏
帳
面
と
共
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
家
の
命
脈

も
維
た
れ
て
し
ま
っ
た
。
一
九
一
八
年
四
月
二
十
八
日
、
組
國
の

爲
の
職
死
が
彼
を
満
っ
て
濫
た
。
彼
は
シ
ー
ボ
ル
ト
姓
を
稻
へ
九

最
後
の
入
で
あ
っ
て
、
そ
の
長
姉
エ
リ
カ
が
一
九
二
二
年
、
ル
ド

ル
フ
・
フ
ォ
ン
三
ー
ル
ハ
ル
ト
男
欝
に
嫁
し
た
外
、
二
姫
は
猴
ほ

未
婚
で
あ
る
。

　
こ
の
エ
！
ル
ハ
ル
ト
夫
人
は
、
一
九
；
二
年
、
私
に
ブ
レ
ス
ラ

ゥ
に
來
て
、
共
に
祖
父
の
遺
し
た
文
書
を
涌
睡
兄
す
る
様
に
申
越
さ

れ
た
。
蓋
し
私
は
其
の
約
一
月
前
に
、
か
の
偉
大
な
臼
本
研
究
家

の
蓮
物
が
、
猫
ほ
所
寄
せ
ら
れ
て
盛
る
か
否
か
を
、
豫
め
問
合
せ

た
か
ら
で
あ
る
。

　
斯
て
同
年
五
月
の
一
三
曜
日
、
古
い
大
き
な
長
持
の
前
に
立
っ

て
、
先
生
の
生
涯
の
、
就
申
文
政
六
…
一
二
年
と
安
政
六
i
文
久

元
年
の
二
飼
の
口
本
滞
在
中
の
、
勢
作
を
片
一
片
と
取
勘
す
鯨

に
、
私
は
愈
々
驚
き
を
大
に
し
九
。
而
か
も
箕
、
の
殆
ど
全
部
が
此

の
度
上
野
に
陳
列
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
、

　
　
　
　
　
シ
ー
ボ
ル
｝
霊
媒
の
逼
憶
（
ω
芭
》
c
一
（
H
－
宴
問
暮
窪
戸
F
薦
。
ど

　
口
器
に
在
る
先
生
の
令
孫
山
脇
タ
カ
刀
自
は
．
先
生
が
一
八
二

五
年
以
降
同
棲
せ
ら
れ
た
楠
本
其
励
の
生
め
る
イ
ネ
の
女
で
あ
る

が
、
本
年
八
＋
五
歳
の
高
齢
を
以
て
、
同
じ
く
上
野
を
滲
槻
セ
ら

れ
た
。
嘗
て
同
刀
自
は
其
の
想
出
を
、
感
慨
深
く
私
に
物
語
ら
れ

た
が
、
母
イ
、
不
の
こ
と
、
及
び
安
政
六
年
か
ら
文
久
元
年
に
亙
っ

て
組
父
、
並
に
淑
父
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ア
と
同
居
し
た
時
代
の
想
幽
、

噺
は
、
蓋
し
そ
の
歴
巻
で
あ
っ
た
。

　
口
本
で
は
夙
に
シ
ー
ボ
ル
ト
研
究
が
行
は
れ
、
先
生
の
門
葉
は

全
國
に
散
在
す
る
後
上
を
通
じ
て
、
宗
家
の
高
風
を
千
載
に
傳
へ

む
と
し
て
み
る
に
反
し
、
ブ
イ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
。
フ
ォ
ン
。
シ

ー
ボ
ル
ト
の
名
は
、
遣
族
と
其
の
道
の
君
門
家
を
除
く
外
、
故
郷

で
は
殆
ど
忘
却
に
委
ね
ら
れ
て
居
る
。

　
放
に
ブ
レ
ス
ラ
ウ
に
登
見
し
た
史
料
の
償
値
は
、
私
に
は
明
白

で
あ
っ
た
が
、
然
し
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
の
際
に
、
先
生
の
著
作
刊

行
の
冨
瞼
を
敢
て
す
る
講
読
は
、
猫
逸
に
は
黒
影
で
あ
っ
た
。

　
一
年
は
室
し
く
経
過
し
た
。
｝
九
二
四
年
に
至
っ
て
、
F
・
W
・

K
・
ミ
ユ
ヅ
ラ
ア
教
授
が
1
私
は
三
時
そ
の
助
手
で
あ
っ
た
ー

ー
こ
の
史
料
を
、
伯
林
人
類
學
博
物
館
に
賃
借
す
る
こ
と
に
な
つ

　
　
　
　
　
第
二
十
一
巻
　
第
二
號
　
　
四
〇
允

（1s防



　
　
　
　
　
シ
ー
が
々
ト
先
生
の
魅
憶
（
Q
ロ
器
ぴ
。
苓
国
「
…
§
。
≧
ゐ
魯
・
）

た
。
私
は
其
の
無
風
の
手
控
へ
や
、
大
小
幾
多
の
維
記
帳
を
、
，
徐

々
に
讃
む
こ
と
が
禺
來
た
ρ
毛
筆
で
書
か
れ
た
蘭
語
に
親
し
む
う

ち
、
度
、
々
萬
て
く
る
珍
奇
な
名
詞
の
意
味
も
、
次
第
に
解
っ
て
來

た
。
而
か
も
當
時
の
伯
林
で
は
、
僅
に
、
明
治
二
十
九
年
越
呉
教
授

著
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
略
惇
を
見
る
に
過
ぎ
な
い
有
襟
で
あ
っ
た
。

　
右
史
料
の
中
で
特
に
私
の
注
意
を
牽
い
た
の
は
、
一
八
二
九
年

号
江
戸
参
府
紀
行
を
含
む
先
生
の
日
記
、
か
の
豚
革
表
装
の
フ
オ

リ
才
バ
ン
ト
で
あ
っ
た
（
日
本
人
の
手
に
成
っ
て
、
西
暦
十
世
紀

以
離
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
は
、
姑
く
論
外
と
し
て
）
。
東
海
道
族
行

記
は
、
ク
ム
プ
ヘ
ル
、
ト
ウ
ン
ベ
ル
ク
等
の
古
い
文
壇
の
外
に
、

侮
ほ
薙
に
、
當
時
二
十
九
歳
の
先
生
の
手
記
に
係
る
、
貴
重
な
　
・

文
献
が
追
加
さ
れ
た
課
で
あ
る
。

　
｝
九
こ
七
年
、
私
の
葭
坂
年
長
の
田
π
点
久
で
あ
っ
て
、
　
｝
八
六
皿
年

に
は
海
軍
候
補
生
と
し
て
、
又
一
八
七
五
一
八
二
年
に
は
普
國
辮

理
公
使
と
し
て
、
証
本
に
駐
在
さ
れ
、
其
の
時
八
十
六
歳
だ
つ
た

ア
イ
セ
ン
デ
ツ
ヒ
ァ
翁
の
誰
力
に
依
っ
て
、
伯
林
日
本
墨
會
に
於

け
る
私
の
シ
ー
ボ
ル
ト
研
究
は
、
多
額
の
寄
附
金
を
受
け
る
こ
と

紅
な
っ
た
。
依
て
私
は
右
の
史
料
を
、
先
生
の
令
孫
方
か
ら
買
入

　
　
　
　
　
　
第
二
十
菰
ぜ
　
第
二
號
　
　
四
…
○

れ
、
猫
逸
の
國
有
物
と
し
て
、
直
に
之
を
日
本
菩
薩
に
寄
賂
し
た
つ

斯
て
先
生
の
遺
物
は
、
伯
林
に
於
て
、
こ
の
事
に
興
味
あ
り
、
こ

の
方
面
に
た
つ
さ
は
る
、
内
外
の
塁
壁
に
均
し
く
公
開
さ
れ
る
事

に
な
っ
た
。

　
一
九
二
八
年
の
こ
月
、
先
生
百
三
十
二
回
記
念
日
の
當
獄
、
右

日
本
酒
會
に
於
て
、
第
…
嗣
の
展
魔
會
が
催
さ
れ
た
。
ウ
ル
ム
・

エ
ル
バ
ッ
ハ
郎
力
や
、
　
ブ
ラ
ン
ノ
グ
ン
ス
タ
イ
ン
・
ツ
エ
ペ
リ
ー
ン
伯
甲

が
、
貴
重
な
省
橡
や
、
慧
墨
や
、
書
物
を
野
阜
貸
下
さ
れ
た
。
叉

私
が
呉
敏
授
の
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
傳
第
二
版
を
手
に
し
た
の
も
、

こ
の
時
で
あ
っ
た
。
こ
の
展
寛
會
も
亦
、
幾
多
同
好
の
田
野
入
士

の
参
観
す
る
所
で
あ
っ
た
。

　
日
本
並
に
歓
米
に
普
く
認
め
ら
れ
て
は
み
る
が
、
不
幸
ま
だ
刊

行
の
落
成
を
告
げ
て
み
な
い
先
生
の
日
本
研
究
．
．
寒
琶
。
♪
》
7

。
溶
く
N
舞
切
①
。
・
。
ぼ
。
8
毒
α
亀
く
9
μ
盲
）
p
p
、
．
は
、
一
九
二
八
年
以
來

伯
林
エ
ー
・
ワ
ス
．
ム
ー
ト
書
房
が
、
良
己
の
危
険
に
予
て
出
版
を
引

受
け
た
。
之
が
編
纂
校
訂
に
は
不
省
電
が
當
つ
た
。
こ
の
先
生
來

朝
百
年
記
念
刊
行
本
に
は
、
一
八
六
二
年
の
江
戸
紀
行
が
補
遺
と

し
て
、
他
の
手
記
と
共
に
巌
密
な
校
蕉
を
縄
て
、
完
全
に
却
行
を

〈　IS：）　）



見
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
三
一
年
私
が
、
日
本
膜
を
研
究
し
、
叉
二
十
六
年
來
粗
見

え
な
い
鷺
本
の
畏
友
諸
氏
に
再
會
す
べ
く
、
二
度
臼
に
來
朝
す
る

に
及
ん
で
、
私
の
シ
ー
ボ
ル
ト
事
業
も
亦
、
中
縄
の
止
む
な
き
に

至
っ
た
。
が
、
の
ち
東
都
の
呉
教
授
と
會
見
し
、
同
教
授
か
ら
先

生
傳
第
三
版
の
刊
行
に
協
力
を
す
べ
く
、
強
ひ
て
索
め
ら
れ
る
に

至
っ
て
、
私
は
再
び
こ
の
廣
汎
な
難
事
業
に
立
戻
っ
た
。

　
然
る
に
一
九
三
〇
年
、
私
か
ら
恩
師
F
・
W
・
K
：
ζ
ユ
ヅ
ラ
ア

教
授
の
教
示
を
永
久
に
奪
ひ
去
っ
た
死
の
手
は
、
一
九
三
二
年
の

早
春
、
又
呉
敏
授
か
ら
其
の
大
薯
第
三
版
完
成
の
期
を
、
永
恒
に

奪
ひ
去
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
扮
て
私
は
先
生
の
令
孫
、
在
猫
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ア
・
フ
ォ
ン
●
ブ

ラ
ン
デ
ン
ス
タ
ィ
ン
・
ツ
エ
ペ
リ
ー
ン
伯
、
及
び
在
米
工
i
ル
ハ

ル
ト
・
シ
ー
ボ
ル
ト
夫
入
と
交
通
を
去
た
に
し
て
る
る
が
、
シ
ー
ボ

ル
ト
家
の
悲
劇
を
物
語
る
、
岡
夫
人
の
群
書
の
一
部
を
公
開
し
て
、

本
文
の
結
語
に
代
へ
よ
う
。

「
父
は
一
九
＝
年
に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
分
か
ら
夙

に
世
界
の
大
戦
雫
を
心
知
し
て
居
り
ま
し
た
。
父
の
晩
年
を
嗜
黒

　
　
　
　
　
シ
…
批
ル
ト
先
血
の
池
上
（
の
一
陣
。
缶
自
昏
皆
Φ
回
§
σ
q
Φ
ε

に
し
た
憂
苦
は
、
人
襟
に
は
痴
人
の
杷
憂
と
笑
は
れ
ま
し
た
が
，

自
分
の
子
供
が
次
の
戦
雫
で
掌
れ
る
で
あ
ら
う
、
と
い
ふ
豫
感
で

あ
り
ま
し
た
。
果
し
て
弟
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ア
は
、
出
生
地
の
ヴ

ユ
ル
ツ
ベ
ル
ク
か
ら
バ
イ
エ
ル
ン
の
野
砲
聯
除
に
志
願
し
て
、
伯

國
ヶ
メ
ル
ベ
ル
ク
の
初
陣
で
、
郷
軍
の
職
死
を
途
げ
ま
し
た
。
弟

は
其
の
時
二
＋
一
で
し
た
。
こ
れ
が
シ
ー
ボ
ル
ト
家
の
最
後
の
一

人
を
襲
っ
た
、
不
測
の
蓮
命
で
御
座
い
ま
す
。

　
父
は
写
本
か
ら
節
朝
す
る
と
、
古
い
お
城
や
、
そ
の
他
凡
て
古

い
物
に
、
大
毒
愛
着
を
持
ち
ま
し
た
。
多
分
そ
れ
が
黄
色
い
東
洋

と
、
い
は
“
李
衡
を
保
っ
て
居
る
や
う
に
、
見
え
た
の
で
あ
り
ま

せ
う
。
父
は
三
つ
の
古
城
、
否
、
城
趾
を
次
々
に
修
理
し
て
》
古

め
か
し
く
装
へ
ま
し
た
。
し
か
し
若
い
妻
を
亡
く
し
て
後
は
、
長

く
楽
章
の
寂
奥
に
堪
へ
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
父
は
私
訴
と
一
所
不

住
の
流
浪
生
活
を
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
父
は
、
幼
い
時
分
か
ら

世
界
族
行
に
鵬
か
け
た
せ
い
か
、
い
つ
も
天
際
に
あ
こ
が
れ
、
日

本
に
封
し
て
絶
え
ず
懐
郷
の
念
に
襲
は
れ
る
の
で
し
た
。
そ
し

て
、
逡
ぞ
一
概
の
全
景
に
馴
れ
る
こ
と
が
臨
楽
な
い
の
で
、
冬
を

私
蓬
は
大
概
南
國
で
過
し
ま
し
た
。
父
は
本
革
に
慈
悲
深
く
、
…

　
　
　
　
　
第
二
十
一
巻
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シ
ー
瀞
〃
ト
先
生
の
志
士
（
憩
Φ
ぎ
匡
自
誌
琴
2
門
鑓
㈹
魯
・
）

度
も
子
供
か
ら
目
を
離
し
た
事
が
な
く
、
そ
れ
故
、
私
蓬
の
家
庭

は
汽
車
の
中
だ
な
ど
、
私
は
申
し
ま
し
た
が
、
全
く
其
の
通
り
で

御
座
い
ま
し
た

　
妹
と
弟
が
窃
宿
舎
に
入
っ
て
後
は
、
私
一
入
が
父
の
族
に
附
添

っ
て
、
及
ば
す
乍
ら
鼠
害
の
役
目
を
致
し
ま
し
た
。
父
は
其
の
時

分
、
殆
ど
三
遍
を
失
っ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
や
は
り
任
官
の
身
の
上

で
、
ま
だ
ま
だ
日
本
の
お
國
に
御
奉
公
し
た
い
、
と
申
し
て
居
り

ま
し
た
し
、
又
寛
大
な
臨
本
の
お
上
で
も
、
父
を
閑
職
に
左
遷
も

な
さ
れ
す
、
父
の
死
後
は
澤
山
の
お
金
を
御
下
賜
に
な
り
ま
し

九
。
只
心
残
り
な
の
は
、
父
の
死
が
早
過
ぎ
ま
し
た
爲
、
談
論
を

害
き
集
め
て
お
け
な
か
っ
た
一
事
で
御
座
い
ま
す
。
父
は
感
じ
が

深
く
、
記
憶
も
良
う
し
く
、
そ
れ
に
重
大
な
時
期
に
臼
本
で
生
活

致
し
ま
し
九
故
、
定
め
し
立
派
な
文
化
記
録
が
幽
來
た
で
あ
ら
う

に
、
と
思
ふ
こ
と
で
御
座
い
ま
す
。

　
父
は
温
情
玉
の
様
で
大
層
快
活
で
、
し
か
も
正
直
で
聰
明
な
入

と
さ
れ
て
ゐ
ま
し
た
。
そ
の
上
、
公
李
無
私
な
姓
質
ゆ
ゑ
、
生
涯

敵
は
一
入
も
御
座
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
っ
と
利
己
的
な
心
が
あ

っ
た
ら
、
夙
に
一
身
代
群
へ
て
居
た
筈
で
す
。
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私
が
生
涯
の
方
針
を
定
め
ま
し
た
の
も
、
や
は
り
、
親
し
く
父

と
一
緒
に
暮
し
た
年
月
の
お
蔭
で
あ
り
ま
す
。
就
中
私
が
蒲
柳
の

質
に
も
拘
ら
す
、
親
類
の
反
針
を
押
し
切
っ
て
、
畢
究
生
活
に
入

り
ま
し
た
の
も
、
父
の
賜
物
と
存
じ
ま
す
。
毒
草
で
正
式
に
敏
職

に
就
い
た
夫
人
の
中
で
は
、
私
が
最
初
で
す
。
ド
…
ル
パ
ッ
ト
、

フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
、
　
ロ
ス
ト
ツ
ク
の
大
｛
墨
・
や
、
　
カ
ー
ル
ス
ル
…
へ
の

高
工
で
、
英
墨
の
講
師
や
、
後
に
は
私
講
師
を
致
し
ま
し
た
。
が
、

猫
．
逸
で
は
女
は
正
教
授
に
な
れ
な
い
の
で
、
一
九
二
四
年
に
米
國

へ
参
り
ま
し
た
。
逆
夢
で
も
隠
隠
の
講
座
を
持
つ
妄
動
人
は
、
私

一
λ
で
御
座
い
ま
す
。
私
は
只
今
、
面
白
い
研
究
を
し
て
居
り
ま

す
。
主
と
し
て
比
較
文
墨
の
仕
事
で
す
。
か
、
私
は
今
迄
に
方
々
の

國
に
住
ん
で
、
方
々
の
外
交
界
に
鵬
入
致
し
ま
し
た
の
は
、
此
の

上
も
な
い
良
い
訓
練
で
あ
り
ま
し
た
。
私
は
ア
ン
ク
ロ
・
サ
ク
ソ

ン
の
文
化
史
を
書
く
つ
も
り
で
す
が
、
古
い
爲
本
を
癖
回
し
ま
す

度
に
、
幼
い
頃
に
住
ん
で
庸
九
古
城
の
面
影
が
、
ま
ざ
ま
ざ
と
私

の
麟
裡
に
よ
み
が
へ
っ
て
滲
る
の
で
御
座
い
ま
す
し
云
々
。
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